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論 文 内 容 要 旨
[目 的]
これ までの研究 で,ホ ルモ ン関連女性がんの乳 がん,子 宮体 がん,卵 巣 がん と妊娠出産歴,肥
満 との関連が示 されてきた。 しか し,こ れ ら先行研究 の多 くは,乳 が ん,子 宮体 がん,卵 巣がん
それ ぞれの危険 因子 につ いての検証 であ り,こ れ らを同地域 で,同 時 に評価,比 較 した研究は少
な い。 また,欧 米 では,ホ ルモ ン剤使用 とこれ ら女性 がん との関連 につ いて多 くの報 告が されて
い るが,日 本人女性 を対象 に した研究 は少な く,一 致 した見解がみ いだ されていな い。そ こで,
妊 娠 出産歴,ホ ルモ ン剤使用歴,肥 満 と乳がん,子 宮体 がん,卵 巣が ん罹患 リス クとの関連を同
時 に評価 し,関 連 の大 きさを比較す るために病院 べ一スの症例対照研究 を行 った。
[研 究 方 法]
本研究 の対象 は,宮 城 県内の一施設 における1997年1月 か ら2003年12月 末 までの入院症例 か
ら選定 され た。 この期間内の30歳 以上 のがん罹患症例(乳 がん;485名,子 宮体 がん;103名,
卵 巣が ん;141名)を 症例,が ん以外の患者2016名 を対照 とした。妊娠 出産歴,ラ イフスタイル
及 び体格 に関す る要 因を自記式質 問紙 により収集 した。解析 に先立 ち,症 例 と対 照の数 年齢,
来 院経路 な どを分類 し,対 象の基本的属性 を把握 した。妊娠 出産歴,ホ ルモ ン剤 使用歴,肥 満度
は い くつか の カテ ゴ リーに分 け,カ テゴ リー毎 のオ ッズ比 と95%信 頼 区間を算 出 した。解析 に
は ロジステ ィ ックモ デルを用 い,交 絡要 因で ある年齢,受 診年,来 院経路,職 業,喫 煙歴,飲 酒
歴,が んの家族 歴 を補正 した。 さらに,閉 経後 と考え られ る50歳 以上 に限定 したオ ッズ比 も算
出 した。
[結 果]
子 宮体 がん,卵 巣 がんにおいて,「 出産歴が ない」,「初経年齢 が低 い」 ことと リス ク上昇 との
関連 が認 め られた。乳 がんでは,「 初産年齢が高 い群(29歳 以上)」 で リスクの上 昇が認 め られ
た。 「出産回数」 については,そ れぞれのがん にお いて回数が多 いほ どリスクの減少 がみ られた。
特 に,子 宮体 が ん と卵巣がん においてその傾 向が明 瞭であ った。「ホル モ ン剤使 用歴」 に関 して
は,有 意 な差 で はな いが,卵 巣がんに関連 がみ られ た(避 妊薬;ORO.41,95%CI:0.13-1.34そ
の他 の ホルモ ン;ORI.92,95%CI:1.01-3.63)。 また,こ れ らの要 因 を50歳 以上 の女性 に限定
して評価 す ると,乳 がんにおいて 「初経年齢」,「出産 回数」,「初産 年齢」 との関連 がよ り明 らか




解析 の結果,肥 満度 ホルモ ン剤使用 とがん罹 患 リスクとの関連 では,部 位 による差異が認 め
られたが,初 経年齢,未 産,出 産回数,初 産年齢 な どの妊娠 出産歴 は,対 象 としたすべ ての ホル
モ ン関連女性 がん罹患 リス クと関連 があ ることが示 唆された。特 に,出 産 回数が多 いことは3つ
のが ん罹 患 リスクを低下 させ る共通因子 であ った。近年,日 本女性 の ライフスタイルが大 き く変
化 して きたことに伴 い,未 産女性が増加 し,出 産年齢 が高齢化 してい る。 ホルモ ン剤使用 や肥満
に比 べ,妊 娠 出産歴 などの要因 は,調 整 困難 な因子であ る。 しか し,ホ ル モ ン関連女性 がんの増
加が 問題 とな って い る今,女 性が適切な時期 に妊娠出産 を選択 す ることは,女 性 がんの予防とい
う意味 で大切な ことで あると考え る。
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審 査 結 果 の 要 旨
近年,日 本人女性 の ライフスタイルの変化 に伴 い,ホ ル モ ン関連女性がんの乳 がん,子 宮体 が
ん,卵 巣が んは増 加傾 向を示 して いる。 これ までの研 究で,乳 がん,子 宮体がん,卵 巣 がん と妊
娠 出産 歴,肥 満 との関連 が示 されて きているが,多 くはそれぞれ の危険因子 につ いての検証 であ
り,同 地域 で,同 時 にこれ らを評価,比 較 した研究 は少な い。 また,欧 米で は,ホ ルモ ン剤使用
と これ ら女性 がん との関連 につ いて多 くの報告が されて いるが,日 本人女性を対象 に した研究 は
少 な く,一 致 した見 解がみ いだ されていない。筆者 は,病 院ベー スの症例対照研究 によ り,妊 娠
出産歴,ホ ル モ ン剤 使用歴,肥 満 と乳 がん,子 宮体 がん,卵 巣がん罹患 リスクとの関連 を同地域
で 同時に評価 し,関 連 の大 きさを検討 した。
本研 究で は,宮 城 県 内の一施 設 における入 院症例 か ら,一 ・定 期間の連続 デー タと して30歳 以
上 のがん罹 患症例(乳 がん;485名,子 宮体がん;103名,卵 巣 がん;141名)と,が ん以外 の患
者2016名 を対照 と し,妊 娠 出産歴,ラ イフスタイル,ホ ルモ ン剤使用歴及 び体 格 に関す る要 因
を 自記式質 問紙 によ り収集 した。 これ らのデータは対象の基本的属性 を把握 した後,妊 娠出産歴,
ホル モ ン剤 使用歴,肥 満度 をい くつかのカテ ゴ リー に分 類 し,カ テゴ リー毎 にオ ッズ比 と95%
信頼 区間 を算 出 し,さ らに,が ん の発生要因が変化す る閉経後 と考 え られ る50歳 以上 に限定 し
たオ ッズ比 も算 出 した。 これ らの内容 は,本 論文 で初 めて検討 された ことで ある。
そ の結 果,子 宮体が ん,卵 巣がん にお いて,「 出産歴 がな い」,「初経年齢 が低 い」 こと と リス
ク上昇 との 関連 が認 め られ,乳 がんでは,「 初産年 齢 が高 い群(29歳 以上)」 で リス クの上昇 が
認 め られた。「出産回数」 につ いて は,そ れぞれのがん にお いて 回数 が多 いほ ど リス クの減少 が
み られ た。 「ホルモ ン剤使 用歴」 に関 しては,有 意な差 ではな いが,卵 巣 がん に関連 がみ られ た
(避 妊薬;ORO.41,95%CIlO.13-1.34,そ の他の ホルモ ン剤;OR1.92,95%CI:1.01-3.63)。
さ らに,50歳 以上 に限定 し評価す ると,乳 がんで 「初経 年齢」,「出産 回数」,「初産年齢 」 との
関連 が よ り明 らか とな り,さ らに,肥 満度 をあ らわすBMIの 高 い群(≧26kg/㎡)で 有意 な リ
ス ク上昇 を認 めた(OR1.52,95%CI:LO3-2.24)。 本論 文 は,肥 満度,ホ ルモ ン剤使 用 とがん
罹患 リスク との関連で は,部 位 による差異 が認め られ たが,初 経年齢,未 産,出 産 回数,初 産年
齢 な どの妊娠 出産 歴 は,対 象 と したすべてのホルモ ン関連女性 がん罹患 リス クと関連が あること
を示 唆 し,特 に,出 産回数 が多 いことは3つ のがん罹患 リス クを低下 させ る共通 因子で あること
を示 した。本論文 は,日 本人女性を対象に妊娠出産歴,ホ ルモ ン剤使用歴,肥 満 とホルモ ン関連
女性 がんの増加 との関連 を同時 に評価 した初 めての研究 であ り,妊 娠出産歴 は,ホ ルモ ン剤使用
や肥 満 に比べ,調 整 困難 な因子で あるが,女 性が適切 な時期 に妊娠 出産 を選択す ることは,女 性
がん の一 次予 防だけでな く女性の健康に寄与す るであ ろ う新 しい事実 を証明 してお り,博 士(医
学)の 学 位論文 として合格 と認め る。
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